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高木督夫（法政大学名誉教授）、箸方幹逸（東京経済大学）、前田信雄（鹿児島国際大学大学院）、松井榮一（くろしお
地域研究所）、向笠良一（大阪市立大学名誉教授）、望月清人（松山大学経済学部）、山田高生（成城大学経済学部）、渡辺
貞雄（大阪学院大学経営学部）               
 

氏名    所属（所属は申し込み時点）             専攻                      推薦者         
＜2002 年 1 月 26 日の第 1８回幹事会での承認（12 名）＞ 
宮下さおり 一橋大学大学院社会学研究科博士課程    ジェンダー論・労働社会学     木本喜美子 林大樹 
水本有香  神戸大学大学院国際協力研究科博士後期課程 社会法              森建資  武川正吾 
山本篤民  駒澤大学大学院経済学研究科博士後期課程  中小企業論            三井逸友 光岡博美 
三重野卓  山梨大学教育人間科学部          社会学・福祉社会学・政策科学   森建資  武川正吾 
阿部彩   国立社会保障・人口問題研究所       社会保障・貧困         イト・ペング 埋橋孝文 
矢沢弘毅  札幌学院大学経済学部       戦前記日本の所得分布に関する実証分析   高木清  片山一義 
岡田一郎  筑波大学大学院人文社会科学研究科博士課程研究生 日本政治史         田中洋子 山田和代 
深井英喜  一橋大学大学院経済学研究科博士課程    経済理論・経済思想史       倉田良樹 山垣真浩 
小林治子  龍谷大学大学院経済学研究科修士課程    協同組合・NPO・女性労働・福祉   竹中恵美子 石川両一 
侯躍戈   大阪産業大学大学院経済学研究科      社会政策・社会保障論       埋橋孝文 木村清美 
王文亮   九州看護福祉大学看護福祉学部    中国の社会保障・日中儒教文化比較研究  埋橋孝文 木村清美 
畑中治朗  大阪市立大学大学院経済学研究科研究生   労働経済論            玉井金五 森詩恵 
＜2002 年 3 月 30 日の第 1９回幹事会での承認（12 名）＞ 
武居秀樹  （財）政治経済研究所           社会政策・労働問題        相澤與一 早川征一郎 
関野秀明  下関市立大学経済学部           経済原論・独占資本主義論     下山房雄 関野潔枝  
住沢博紀  日本女子大学家政学部     政治学（現代ヨーロッパ政治、社会民主主義論） 高木郁朗 堀越栄子 
工藤隆治  宇部フロンティア大学人間社会学部     社会福祉学            川上昌子 金子光一 
李蓮花   早稲田大学大学院アジア太平洋研究科博士後期課程  東アジアの社会政策    小林英夫 土田武史 
岡本英男  東京経済大学経済学部           財政学・福祉国家論        富田義典 平地一郎 
加美嘉史  佛教大学福祉教育開発センター 社会福祉学（公的福祉論・貧困問題・地域福祉論）金澤誠一 岡崎祐司 
杉山裕   一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程   日本経済史           西成田豊 林大樹 
坂本勉   佛教大学福祉教育開発センター   社会福祉学（社会福祉原理論・老人福祉論） 岡崎祐司 藤井透 
岩佐卓也  一橋大学大学院社会学研究科博士課程   ドイツの社会政策史・労働法史    早川征一郎 鈴木玲 
春見濤子  宮城学院女子大学学芸学部    ドイツ近代経営史・経済史・経済民主主義論  徳永重良 野村正實 
福富恵美子 京都市みぶ身体障害者福祉会館在宅重度障害者デイケア ふきのとう 
               障害者福祉（在宅重度障害者問題・障害者政策・社会福祉政策）愼英弘 安田三江子 
                                                       

◇◇第１０５回大会案内・自由論題募集◇◇ 
 

☆社会政策学会第105回大会は2002年10月19日（土）、

20 日（日）に中京大学で開催されます。共通論題のテー

マは「現代日本の失業」（仮題）です。報告者は、伍賀一

道（金沢大学）、玄田有史（東京大学）、久本憲夫（京都大

学）、大木一訓（日本福祉大学）の４名（敬称略）、座長は

交渉中です。 

☆2001年の第 103 回大会から秋季大会も自由論題の報告

が可能になりました。個別報告でもテーマ別報告でも結構

です。奮ってご応募ください。 

・個別報告の希望者は、論題、所属（詳細に）、氏名、連

絡先（住所、電話、FAX、E-mail）を明記のうえ、必ず

200字程度のアブストラクトをつけて下さい。その際、参

考のため、次の専門分野別コード番号を付して下さい。 

  １.労使関係・労働経済  ２.社会保障・社会福祉 

  ３.労働史・労働運動史  ４.ジェンダー・女性 

  ５.生活・家族      ６.その他 

テーマ別分科会の設定希望者は、分科会のテーマ、座

長・コーディネーターの名前と連絡先（住所、電話、FAX、

E-mail）、報告者名を明記して、テーマ設定の趣旨（200

字程度）、各報告者の 200字程度のアブストラクトを送付

して下さい。 

・個別報告、テーマ別分科会の 申し込み締め切りは

２００２年６月２１日（金）です。 
 第 104 回大会時にスタートする次期秋季大会企画委員

会が申し込みの受付を行うのは困難ですので、申し込みの

受付だけは現秋季大会企画委員長（玉井金五）が行うこと

にしました。申し込みは成る可く E-mailでお願いします。           

E-mail：tamai@econ.osaka-cu.ac.jp 

 

 
2002年 5 月 25 日（土）日本女子大学目白キャンパス
で開催される社会政策学会第 104回大会時（17：00～）
に 401 教室で会員総会を開催しますので、会員の方は
ご出席下さい。議題は、①2001年度決算報告、②2002
年度活動方針、③その他です。    （代表幹事） 
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